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9月定例会の概要
県議会だより

会　期

9月11日から9月28日までの
18日間

問 県議会事務局調査課
 t073-441-3580
 県議会ホームページ
 http://www.pref.wakayama.lg.jp/
 prefg/200100/www/

議決結果・意見書等
概　　　要 結果項　　目 件数

9月25日に東京大学名誉教授大森 彌 氏をお招きし、「地方分権時代の議会活
動」について議員研修会を開催しました。
本会議の一般質問は16名の議員が登壇しました。
主な質問とこれに対する知事や関係当局の答弁は次のとおりです。

知事説明要旨
　木村前知事に有罪の判決が下されました。改めて自身の行動を律していく
とともに、失われた県政への信頼を取り戻し、本県の名誉と県民の誇りを回
復するための努力を続けていきます。談合事件の再発を防止し、清潔な県政
を実現するため、条件付き一般競争入札を全面的に導入することとし、来年
6月からは新しい業者評価制度に基づく入札を開始します。また、本年7月
1日から新たに監察査察監を配置するとともに、不正行為等通報制度をス
タートさせました。
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知事提出の予算案件

　　〃　　条例案件

　　〃　　決算案件
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可　決

平成19年度和歌山県一般会計補正予算

和歌山県営住宅条例の一部を改正する条例等

平成18年度和歌山県歳入歳出決算の認定について等

 和歌山県教育委員会の委員の任命につき同意を求めるに

ついて等

平成19年度建設事業施行に伴う市町村負担金について等

事業承継円滑化のための税制措置等に関する意見書の提

出を求める請願

かつらぎ町道折登堀越線の県道昇格について

後期高齢者医療制度の見直しを求める意見書等

小学校等におけるフッ化物洗口の集団実施を推進する決議
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行
政
改
革

　
　

顧
客
で
あ
る
県
民
の
満
足
度
を
高
め
る

た
め
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
で
あ
る
県

職
員
の
意
識
改
革
や
動
機
づ
け
が
必
要
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　

県
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
真

に
県
民
の
た
め
に
な
る
事
業
を
行
っ
て
い
る

か
よ
く
見
て
指
導
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
よ

り
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
い
、

改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
。

市
町
村
合
併

　
　

合
併
市
町
村
へ
の
今
後
の
支
援
体
制
と
、

二
次
合
併
へ
の
取
組
は
。

　
　

合
併
市
町
村
の
一
体
化
や
活
性
化
に
資

す
る
た
め
の
事
業
を
合
併
支
援
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
今
後
も
行
っ
て
い
く
。
二
次
合
併
に
あ

た
っ
て
は
、
地
域
の
将
来
像
や
行
政
の
あ
る

べ
き
姿
に
つ
い
て
、
合
併
も
含
め
て
住
民
も

交
え
た
議
論
が
必
要
で
あ
り
、
県
も
地
域
と

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
み
、
で
き
る
だ
け
の

支
援
を
行
い
た
い
。

前
知
事
の
官
製
談
合
・
汚
職
事
件
の
判
決

　
　

事
件
の
総
括
を
行
い
、
事
件
の
全
容
と

再
発
防
止
策
を
県
民
に
示
す
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

再
発
防
止
策
に
つ
い
て
は
、
既
に
実
施

し
て
い
る
。
判
決
が
確
定
し
、
証
拠
書
類
が

明
ら
か
に
な
っ
た
段
階
で
事
実
関
係
を
把
握

し
、
責
任
を
問
う
べ
き
者
に
は
問
い
、
損
害

賠
償
請
求
に
つ
い
て
も
適
切
に
請
求
す
る
な

ど
、
県
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
き
ち
ん

と
け
じ
め
を
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

コ
ス
モ
パ
ー
ク
加
太
へ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
活
用

　
　

公
共
施
設
等
の
建
設
、
維
持
管
理
、
運

営
等
を
民
間
の
資
金
と
経
営
能
力
及
び
技
術

的
能
力
を
活
用
し
て
行
う
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
、

コ
ス
モ
パ
ー
ク
加
太
の
利
活
用
に
も
有
効
な

手
段
で
は
な
い
か
。

　
　

コ
ス
モ
パ
ー
ク
加
太
に
つ
い
て
は
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る
企
業
誘
致
を
進
め
る

と
と
も
に
、
防
災
対
策
用
地
と
し
て
の
活
用

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ

い
て
も
、
地
域
と
共
生
し
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
も
の
に
つ
い
て
、
活
用
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

生
活
保
護
申
請

　
　

県
内
の
市
町
村
で
も
生
活
保
護
申
請
を

受
け
付
け
よ
う
と
し
な
い
傾
向
に
あ
る
と
い

う
指
摘
を
ど
う
考
え
、
ど
う
指
導
す
る
の
か
。

　
　

相
談
者
に
対
す
る
き
め
細
か
な
面
接
相

談
の
実
施
、
申
請
に
必
要
な
書
類
等
手
続
き

の
説
明
を
行
う
よ
う
、
従
来
か
ら
各
福
祉
事

務
所
に
指
導
し
て
い
る
。
今
後
も
生
活
保
護

行
政
の
適
正
な
実
施
に
努
め
て
い
く
。

小
児
救
急
医
療
体
制
の
充
実

　
　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
た
め

に
も
、
早
急
に
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
今
後
、
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、

医
師
確
保
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　

ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
制
度
や
地
域
医
療
支

援
事
業
な
ど
の
医
師
確
保
対
策
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
小
児
科
・
産
科
・
麻
酔
科
の

医
師
の
確
保
に
つ
い
て
、
将
来
、
県
内
の
公

的
病
院
勤
務
を
条
件
と
す
る
修
学
資
金
貸
与

制
度
を
創
設
し
、
今
年
度
１３
名
に
貸
与
を
決

定
し
た
。

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
行

　
　

救
急
患
者
の
救
命
率
を
上
げ
る
た
め
、

遠
く
に
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
活
用
し
、
近
く

に
は
医
師
、
看
護
師
を
同
乗
さ
せ
た
ド
ク

タ
ー
カ
ー
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

新
生
児
の
病
院
間
の
搬
送
を
目
的
と
し

て
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
と
社
会
保
険
紀

南
病
院
に
ド
ク
タ
ー

カ
ー
を
導
入
し
て
い
る
。

今
後
、
広
域
的
に
幅
広

い
対
象
者
に
対
し
て
ド

ク
タ
ー
カ
ー
を
運
用
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
と
十
分
協
議
を

行
い
な
が
ら
、
適
切
に

推
進
し
て
い
く
。

和
歌
山
発
、
観
光
旅
行
の
商
品
化

　
　

観
光
地
自
ら
が
作
り
出
す「
着
地
型
旅

行
」商
品
の
開
発
を
、
関
係
機
関
や
民
間
事
業

者
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る「
ほ
ん
ま
も

ん
体
験
」な
ど
を
活
用
し
た
着
地
型
の
旅
行
商

品
を
さ
ら
に
開
発
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、

地
域
の
旅
行
関
係
者
と
連
携
を
図
り
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
観
光
振
興
に
取
り
組
み
、

「
観
光
立
県
和
歌
山
」の
実
現
に
向
け
努
力
し

て
い
く
。

南
紀
白
浜
空
港
の
活
性
化

　
　

空
港
の
活
性
化
と
空
港
を
核
と
し
た
紀

南
地
方
の
発
展
の
将
来
像
は
。

　
　

紀
南
地
方
の
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
に

は
、
計
画
的
か
つ
戦
略
的
に
地
域
の
す
ば
ら

し
さ
を
売
り
出
し
て
、
首
都
圏
な
ど
か
ら
観

光
客
を
招
く
と
い
っ
た
観
光
振
興
の
取
り
組

み
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
紀
南
地
方
各

地
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要
が
空
港
だ
と
考

え
て
い
る
。

食
育
推
進

　
　

食
育
推
進
の
取
組
状
況
は
。

　
　

地
産
地
消
を
進
め
る
観
点
か
ら
平
成
１６

年
に
食
育
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
取
組
を

始
め
た
。
昨
年
9
月
に
は
新
た
に
県
条
例
に

基
づ
く
県
食
育
推
進
会
議
と
し
、

本
年
3
月「
食
べ
て
元
気
、

わ
か
や
ま
食
育
推

進
プ
ラ
ン
」を
作
成

し
た
。
現
在
は
計

画
に
基
づ
き
、
教

育
委
員
会
ま
た
各

種
団
体
等
と
連
携

し
な
が
ら
学
校
給

食
な
ど
様
々
な
取

組
を
進
め
て
い
る
。

農
産
物
の
食
品
加
工
戦
略

　
　

何
を
つ
く
り
、
農
産
物
に
何
を
付
加
し
、

ど
う
加
工
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
っ
た
生
産

か
ら
消
費
者
へ
の
販
売
ま
で
の
大
き
な
戦
略

を
立
て
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
県
の
食

品
加
工
戦
略
は
。

　
　

生
産
者
と
食
品
加
工
業
者
の
連
携
が
大

切
で
あ
り
、
地
域
協
議
会
の
立
ち
上
げ
に
取

り
組
む
一
方
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
側
か
ら
の
提
案

等
も
取
り
入
れ
た
商
品
開
発
に
努
め
る
な
ど

「
産
業
と
し
て
の
農
業
」を
育
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

小
規
模
零
細
農
家
の
支
援
と
対
策

　
　

中
小
零
細
農
家
が
農
地
を
守
れ
る
よ
う

な
経
営
基
盤
確
立
の
た
め
の
施
策
へ
の
取
組

状
況
と
今
後
の
対
策
は
。

　
　

米
と
野
菜
と
の
複
合
経
営
や
施
設
栽
培

な
ど
の
振
興
策
に
加
え
て
、
今
後
農
地
の
流

動
化
、
作
業
受
託
等
の
組
織
育
成
に
努
め
、

経
営
の
安
定
化
を
図
る
と
と
も
に
、
農
地
や

水
の
管
理
な
ど
共
同
活
動
へ
の
支
援
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
。

基
幹
道
路
整
備

　
　

京
奈
和
自
動
車
道
、
第
二
阪
和
国
道
、

阪
和
高
速
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
そ
の
周

辺
関
連
道
路
な
ど
に
つ
い
て
、「
国
体
ま
で
に

開
通
」を
合
い
言
葉
に
早
期
整
備
完
成
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

京
奈
和
自
動
車
道
は
、
国
体
開
催
ま
で

の
開
通
を
、
第
二
阪
和
国
道
の「
和
歌
山
岬
道

路
」は
可
能
な
限
り
早
期
供
用
を
国
に
働
き
か

け
て
い
く
。
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
平
成

２１
年
度
末
の
供
用
を
目
途
に
、
ま
た
西
脇
山

口
線
、
市
駅
小
倉
線
、
松
島
本
渡
線
に
つ
い

て
も
、
優
先
区
間
の
整
備
を
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

国
道
４２
号
有
田
海
南
道
路

　
　

交
通
渋
滞
の
緩
和
や
災
害
時
の
代
替
道

路
と
し
て
の
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト
の
整
備
促
進

に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の
予
定
は
ど
う
か
。

　
　

国
か
ら
は
、
近
い
時
期
に
、
県
へ
都
市

計
画
の
手
続
き
開
始
の
要
請
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
、
早
期
に
都
市
計
画

の
決
定
が
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
と
と
も
に
、

国
に
早
期
事
業
化
を
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

入
札
制
度
改
革

　
　

新
し
い
業
者
評
価
制
度
で
は
、
建
設
業

者
の
工
事
施
工
能
力
を
き
ち
ん
と
評
価
で
き

る
の
か
。

　
　

不
良
不
適
格
業
者
の
排
除
、
工
事
の
品

質
の
確
保
、
県
内
優
良
業
者
の
育
成
の
観
点

か
ら
、
地
方
基
準
点
数
を
大
幅
に
増
や
し
た

新
し
い
業
者
評
価
制
度
の
も
と
で
は
、
施
工

能
力
が
高
く
、
地
域
社
会
の
要
請
に
応
え
る

こ
と
の
で
き
る
良
好
な
建
設
業
者
は
、
高
く

評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

紀
の
川
大
堰
建
設

　
　

浸
水
被
害
の
頻
発
す
る
直
川
地
区
等
に

お
け
る
内
水
対
策
は
ど
う
か
。

　
　

当
該
地
区
は
、
和
歌
山
北
イ
ン
タ
ー
な

ど
の
計
画
が
あ
り
、
今
後
の
重
要
な
開
発
拠

点
と
考
え
て
い
る
。
昨
年
の
大
堰
に
係
る
基

本
計
画
変
更
に
よ
る
内
水
被
害
軽
減
効
果
が

減
少
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
当
初
計
画
と

同
等
の
被
害
軽
減
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
内
水

対
策
を
行
う
こ
と
を
国
と
の
間
で
確
認
し
て

い
る
。
今
後
と
も
国
・
県
・
市
で
緊
密
に
連

携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

会期中の主な動き

（要  約）

ぜ
き

問答

問答

問答


